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会
議
の
冒
頭
、
県
中
部
未
来
懇
話

会
会
長
の
松
井
純
・
静
岡
新
聞
社
・

静
岡
放
送
会
長
が
「
交
流
人
口
増
に

向
け
、
広
域
観
光
推
進
の
た
め
の
計

画
を
ま
と
め
た
が
、
そ
の
観
光
に
い

ま
家
康
公
顕
彰
４
０
０
年
祭
や
富
士

山
の
世
界
遺
産
登
録
な
ど
追
い
風
が

吹
い
て
い
る
。
お
茶
や
和
食
な
ど
本

県
に
は
観
光
の
材
料
が
豊
富
に
あ
る
。

行
政
、
経
済
界
な
ど
が
連
携
し
て
広

域
観
光
を
実
行
す
る
こ
と
で
十
二
分

に
成
果
が
期
待
で
き
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
続
い
て
平
成
25
年
度
事
業
報
告
、

同
決
算
、
26
年
度
事
業
計
画
、
同
予

算
の
各
議
案
を
原
案
通
り
承
認
。
続

い
て
任
期
（
２
年
）
満
了
に
伴
う
議

長
選
出
で
は
大
坪
檀
議
長
（
静
岡
産

業
大
総
合
研
究
所
長
）
を
再
任
し
た
。

　
こ
の
後
、
広
域
観
光
推
進
の
た
め

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
計
画
期
間

　一般社団法人静岡県中部未来懇話会の提言を基に県中部地域８市町で組織
された「中部地域経営会議」第３回総会・会合が 4月 11 日、静岡市内のホ
テルで開催された。中部地域６市２町の首長はじめ、商工会議所会頭、大学
学長、市民団体代表ら 18 人が出席し、同会議と中部地区観光協議会（中観
協）がまとめた広域観光推進のためのアクションプランを了承、本年度の研
究テーマ案では地域経済の活性化を軸に検討していくことを決めた。

25
年
度
～
29
年
度
）
に
つ
い
て
、
中

部
５
市
２
町
の
行
政
、
観
光
事
業
者
、

商
工
会
議
所
な
ど
で
構
成
す
る
中
観

協
事
務
局
の
静
岡
市
の
担
当
者
が
概

要
を
説
明
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
プ
ラ
ン
に
は

経
営
会
議
で
ま
と
め
た
広
域
観
光
推

進
ビ
ジ
ョ
ン
「
み
ち
の
国
・
駿
河
」

構
想
の
提
言
を
反
映
。
推
進
体
制
の

強
化
と
し
て
は
産
業
観
光
と
食
、
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
教
育
旅
行
の

テ
ー
マ
別
に
そ
れ
ぞ
れ
各
市
町
（
中

部
５
市
と
吉
田
、
川
根
本
町
）
で
つ

く
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
て
推
進
。
ま
た
、
推
進
方
法
で
は

①
観
光
素
材
の
掘
り
起
こ
し
と
磨
き

上
げ
、
広
域
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
造
成

②
ニ
ー
ズ
や
テ
ー
マ
を
捉
え
た
中
部

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

③
中
観
協
組
織
の
活
性
化
―
の
３
つ

の
柱
を
掲
げ
て
い
る
。

　
こ
の
後
、
本
年
度
の
テ
ー
マ
案
設

定
の
意
見
交
換
に
移
っ
た
。
出
席
者

の
意
見
で
多
か
っ
た
の
は
地
域
経
済

の
活
性
化
。
島
田
市
の
染
谷
絹
代
市

長
は
「
創
業
支
援
な
ど
は
（
同
経
営

会
議
の
よ
う
な
）
広
域
連
携
の
組
織

の
強
み
が
生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
た
。
焼
津
市
の
中
野
弘
道
市

長
も
「
産
官
学
連
携
に
よ
る
創
業
支

援
や
経
済
活
性
化
が
テ
ー
マ
と
し
て

い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
言
及
。
藤

枝
市
の
北
村
正
平
市
長
も
「
地
域
経

済
の
活
性
化
こ
そ
喫
緊
の
課
題
。
起

業
や
販
路
拡
大
な
ど
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
共
有
化
を
図
っ
て
広
域
的

支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
話
し
た
。

　「
テ
ー
マ
を
１
つ
に
絞
る
の
は
難
し

い
が
、
地
域
経
済
の
活
性
化
で
ど
う

だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
の
は
御
前
崎
市

の
沢
入
芳
男
副
市
長
。
牧
之
原
市
の

西
原
茂
樹
市
長
は
、
域
内
で
高
校
卒

の
若
者
が
働
け
る
雇
用
の
場
が
先
細

り
に
な
り
、
農
業
の
維
持
に
ま
で
影

響
し
始
め
て
い
る
現
状
を
紹
介
し
、

経
済
の
活
性
化
を
踏
ま
え
「
テ
ー
マ

と
し
て
は
地
域
経
済
、
内
陸
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
、
空
港
利
活
用
は
切
り
離
せ

中
部
地
域
経
営
会
議　

広
域
観
光
策
、
了
承

本
年
度
研
究
テ
ー
マ
で
意
見
交
換

地域経済活性化軸に検討
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提
案
し
た
。

　
一
方
、
静
岡
市
の
田
辺
信
宏
市
長

は
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
広
域

観
光
推
進
の
た
め
の
施
策
の
継
続
を

訴
え
、
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
発
信

力
の
強
化
を
提
案
。「
こ
の
会
は
研
究

す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
実
行
す
る

会
。
広
域
観
光
を
実
の
あ
る
も
の
に

す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
述
べ
た
。

　
川
根
本
町
の
鈴
木
敏
夫
町
長
は
本

州
唯
一
の
原
生
林
自
然
環
境
保
全
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
豊
か
な
自
然

を
紹
介
し
、
水
問
題
や
環
境
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

　
最
後
に
大
坪
議
長
が
ま
と
め
、「
静

岡
県
は
今
３
大
シ
ョ
ッ
ク
に
見
舞
わ

れ
て
い
る
。
１
つ
は
人
口
減
、
２
つ

は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
減
少
、
３
つ
目
は
学
力

減
（
低
下
）。
今
こ
そ
本
気
に
な
っ
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

プ
ラ
ン
は
作
る
け
ど
実
行
が
伴
わ
な

い
ケ
ー
ス
も
ま
ま
あ
る
。
皆
さ
ん
の

意
見
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
は
人
口
減
少
、

中
小
企
業
の
支
援
・
活
性
化
、
そ
し

て
観
光
問
題
と
言
え
る
。
ぜ
ひ
具
体

化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

な
い
。
さ
ら
に
国
に
本
県
の
窮
状
と

土
地
利
用
の
規
制
緩
和
な
ど
を
訴
え

て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
」
と
指
摘
し

た
。
ま
た
、
吉
田
町
の
田
村
典
彦
町

長
は
町
内
で
女
性
が
経
営
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
が
人
気
と
な
っ
て
い
る
例
を

紹
介
し
、「
女
性
を
前
面
に
出
し
た
起

業
・
産
業
創
出
の
施
策
は
ど
う
か
」

と
話
し
た
。

　
経
済
界
か
ら
も
地
域
経
済
の
活
性

化
を
挙
げ
る
意
見
が
相
次
い
だ
。
静

岡
商
工
会
議
所
の
後
藤
康
雄
会
頭
は

「
１
社
１
新
製
品
活
動
を
展
開
し
、
そ

れ
を
行
政
や
経
済
界
が
支
援
す
る
態

勢
を
考
え
た
ら
ど
う
か
」
と
提
案
。

ま
た
、「
企
業
誘
致
も
大
切
だ
が
、
市

外
に
流
出
す
る
企
業
を
引
き
留
め
る

施
策
も
重
要
だ
。
各
市
町
の
ト
ッ
プ

が
企
業
の
ト
ッ
プ
と
交
流
を
密
に
し
、

そ
こ
か
ら
引
き
止
め
る
手
立
て
を
考

え
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
」
と

話
し
た
。

　
島
田
商
工
会
議
所
の
仲
安
寛
専
務

理
事
は
「
中
小
企
業
な
ど
で
は
い
ま

事
業
承
継
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

安
定
的
、
継
続
的
に
事
業
を
行
っ
て

い
く
た
め
の
支
援
を
検
討
し
た
ら
ど

う
か
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
焼
津
商

工
会
議
所
の
赤
阪
全
七
会
頭
も
「
中

小
企
業
へ
の
支
援
が
大
切
。
と
に
か

く
具
体
化
に
向
け
て
詰
め
て
い
く
こ

と
が
何
よ
り
だ
」
と
話
し
た
。「
地
域

経
済
を
ど
う
す
る
か
が
最
大
の
課
題
」

と
述
べ
た
の
は
藤
枝
商
工
会
議
所
の

小
林
正
敏
会
頭
。
中
部
地
区
商
工
会

連
絡
協
議
会
会
長
の
鈴
木
秀
樹
岡
部

町
商
工
会
長
も
「
う
ち
の
会
員
は
中

小
企
業
ど
こ
ろ
か
零
細
が
ほ
と
ん
ど
。

行
政
や
商
工
会
な
ど
と
ど
う
連
携
し

て
い
く
か
が
大
切
だ
」
と
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
県
中
部
地
域
政
策
局

の
芝
田
篤
局
長
は
「
静
岡
空
港
に
絡

ん
だ
テ
ー
マ
設
定
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
」
と
提
案
。
県
立
大
の
木
苗
直

秀
学
長
は
人
口
減
の
要
因
の
１
つ
に

若
者
の
結
婚
離
れ
な
ど
を
挙
げ
る
一

方
、
交
流
人
口
増
に
向
け
、
県
内
の

学
生
や
留
学
生
を
巻
き
込
ん
だ
戦
略

的
な
施
策
の
必
要
性
を
説
い
た
。

　
さ
ら
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
考
房

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
の
石
野
正
治
代
表

理
事
も
人
口
減
の
背
景
な
ど
に
触
れ
、

産
業
の
空
洞
化
対
策
な
ど
を
訴
え
た
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
っ
こ
と
お
ん
ぶ
の

研
究
所
の
園
田
正
世
理
事
長
は
、
女

性
に
よ
る
企
業
経
営
継
続
の
難
し
さ

を
挙
げ
、
女
性
の
起
業
と
事
業
継
続

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
行
政
も
含
め
た

横
断
的
な
支
援
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

　
静
岡
県
中
部
地
域
の
各
界
各
層
の
代
表
ら

が
、
本
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
協
議

し
た
中
部
地
域
経
営
会
議
の
総
会
＝
静
岡
市

葵
区
の
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡


